
静岡赤十字病院を受診された患者さんへ 

 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望され

ない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

 

承認番号 

研究課題名 

NO 2024-16 

ENBD チューブと ENBD＋EBS 一体型ステントの臨床成績の比較検討 

当院の実施責任者及び

職名 
消化器内科 医師 石黒 友也 

多機関共同研究の場合 

研究代表（責任）者 
なし 

研究期間（西暦） 当院倫理委員会承認後～2025年 12月 31日 

対象期間（西暦） 2019年 4月 1日～2024年 6月 30日 

研究の目的 

急性胆管炎や閉塞性黄疸の治療として、胆道ドレナージが推奨されており、し

ばしば内視鏡的経鼻胆管ドレナージ（ENBD）が選択されます。近年、ENBD

チューブと胆管ステント（EBS）を一体化したデバイス（UMIDAS NB ステン

ト）が本邦で保険承認となり、その安全性についての報告もみられています。

ENBDチューブ単独とUMIDAS NB ステントそれぞれの治療成績を直接比較

した報告はありません。当院において ENBDチューブ留置した症例と

UMIDAS NBステントを留置した症例の臨床経過を比較検討するため本研究を

計画しました。 

研究の内容 

対象期間内に ERCPを実施した患者さんの診療情報から下記の情報を収集しま

す。 

 ・背景因子（年齢、性別、など） 

・臨床データ（血液検査結果、内視鏡検査結果、画像検査結果など） 

・転帰（治療後合併症の有無、内視鏡治療後の臨床経過など） 

個人情報の取扱い 

利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は削除致

します。また、研究成果は学会等で発表する可能性がありますが、その際も患

者さまを特定できる個人情報は利用しません。 



問い合わせ先 

（拒否等受付窓口） 

【研究担当者】 

所属：静岡赤十字病院 消化器内科 

氏名：医師 石黒 友也、坂口 航輝 

住所：静岡県静岡市葵区追手町 8-2 

電話：054-254-4311 

 

 

 


